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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 明日（3/22）15時より接遇委員会あり、月舘スタッフ出席。

· 下館GOMが明日（3/22）より3/30まで病院不在。不在中の連絡報告は江刺家IOOへ。

· 月報は木村・中居スタッフ作成。

· 各自、人事考課(下半期)記入実施する事、面接開始予定。

· カンファレンス勉強会は今月で実施終了。来週は実施内容のまとめを行う。

＜利用者様情報＞

· 長瀬　紘一郎様～朝より「胃が痛い、お腹が痛い」と話す。スタッフが話を聞くと便秘も訴えて

　いる。牛乳を勧めると「治った」と話してくる。昼食は全量摂取している。

　最近、体の不調を話したり、何かの日程を確認したりとスタッフに関わりを求めてくる事多い。

→体調の変化も考えられるが、自身から関係を築いてくる対象でもあるため、その都度の対応をやさしく勧めていく。

· 関　秀治様～　　本日は表情がすっきりしている。自身の生い立ちや現在の生活の様子について、　　

会話の間が開く事少なく話できている。

· 中村　瞳様～　　体験利用は1回実施したが、その後に家族から『娘が・・、利用しないと言って

いますので、やめます』と電話連絡ある。

　　　　→利用しないと話された後に、通所としての対応は具体的に計画に沿って、実施の必要があるのではないか？時間を追って、計画的介入と記録を残しておく必要あり。計画としては、関係部署との話し合い、通所からの訪問や電話での個別面談計画実施。通所スタッフの実践を展開していくことが必要。

これまでも来れなくなってしまったケースについても、外来時に関わり記録は残しているが、事例などでケアの方向性を確認していく必要あり。

受け持ち月舘スタッフ。

· 種市　久子様～　本日、「4/18の10時にデイケアに行きます」との電話連絡あり。昼食は自分で　

用意するとの事。（4/18利用開始予定）

　　　利用の有無がはっきりしない事も多い。また、スタッフを独占してしまう傾向により、スタッフを治療的に見れずに良好な関係が保てないタイプである。そのため、担当スタッフだけで抱え込むのではなく、スタッフの役割を決め接していく。受け持ち木村スタッフ。
＜業務改善＞

　利用規約について

　　　繁名　和恵様～デイケア正式利用開始に向け、青山荘スタッフから家族へ利用規約を渡す。

　　　大釜　久直様～日赤退院後は再度、デイケア利用予定。家族へは必要書類渡している。

＜転倒・転落アセスメント＞

・　下町　サン子様～評価スコア17点、危険度Ⅲ

　　　　　　　　　　立位時、「ふらふらする」と訴えられたり、また、よろめく事ある。通常血圧も

低め。（昇圧剤服用中）

· スタッフの見た目の尺度と実際の転倒・転落アセスメントシートの結果に

差がある。実際は危険リスクが多く、要注意である。

· 稲垣　ふき様～評価スコア14点、危険度Ⅱ

　　　　　　　　　小走りでの移動、動きの落ち着きなさあり。レクダンスも夢中になり過ぎるタイプである。一方では、卓球などの実施場面では反射神経の良さも見せる。　

